




























て位置づけされている。というのも 『ロスの歌』 は 「アフリカ」「アジァ」



















































したがって 「窓」や 「門」 といった比喩はブレイクの作品のなかで重要な
意味を帯びることになる。 このことはブレイクの詩全体において随所に示唆
されるが、一番明確に現れているのは、『ヨーロッパ』の冒頭である。
Five windows light the cavern'd Man; thro' one he breathes the 
air; Thro' one, hears music of the spheres; thro' one the eternal 
vine Flourishes, that he may receive the grapes; thro' one can 
look. And see small portions of the eternal world that ever 
groweth; Thro' one, himself pass out what time he please, but he 
will not; For stolen joys are sweet, & bread eaten in secret
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pleasant.
ブ レイクの中期予言書 にみ るInstitution
(EuropeaProphecy,pl.iii:1-5)
この箇所では、人間は知覚の 「窓」を開 くことにより時間 ・空間の束縛か ら
自由になりうることが示されている。言い換えれば、時代や場所の束縛を受
けない自由な状態である 「永遠の世界」の一部を垣間見ることができるので
ある。けれども入間は 「盗んだ喜び」や 「秘密裏に味わうパン」に表象 され
る現世的な快楽に溺れていて、五感の窓を鎖 しているので 「永遠の世界」を
見る能力を無駄にしている。 しか し、詩人 はそうで はない。詩人は知覚の
「窓」を通 して、「永遠の世界」を見ているのである。 ブレイクが同時代の現
象を神話的、精神的に捉えたのはこのような知覚の窓を解放す る能力を持 っ







画は想像力を司る神話的人物 ロスが気絶 した女性 と子供を抱えながら牢獄か
らの出口と思 しき階段を駆け上がろうとする図である。詩の冒頭で歌われた
知覚の 「窓」の解放はっまるところ政治的な抑圧から自由になる窓口でもあ




が、街中を牢獄 と化する状態が描かれる。そしてその悪 しき守護者は古代 ド
ルイ ド教のような誤 った宗教に教えを求め、「蛇の宮殿」 を建設 し、民を間
違った方へと導 く。その 「蛇の宮殿」が建設されたときに、世俗の洪水に飲
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性や権力を体現する神話的人物ユ リゼンは、自分自身が最 も束縛 されている
姿を露呈 し、その身体は建物として描かれる。そこでは 「毛むくじゃらの屋
根が思想の泉を閉 じ込め」、「背骨と肋骨は曲がった洞窟」だと記述 されてい










語 の言葉には一つの訳語 で は表 しきれな い多様 な意 味がある。Oxford
EnglishDictionaryによると、元の意味は 「何かを始める、創設す ること」




『アルビオ ンの娘達の幻想』などの作品を作ったことはよ く知 られている。
54 ブレイ クの中期予言書にみ るInstitution
また、 ラデ ィカルな詩人 であ るブ レイクは詩 「ロン ドン」 にお いて、 「結 婚
の棺」 とい う驚 くべ き表現 をす ることによ り、教会 によ ってのみ承認 され る
制度 としての結婚(theinstitutionofmarriage)にも疑問 を投 げか けて い
る。 ブレイ クがあ らゆ る制度化 された人間関係 を嫌悪 していたのは明 らかで
あ る。
しか し、 ブレイ クが批判 していたinstitutionはこれ だけにとどま らないb
ブ レイクが生 きた18世 紀 に、institutionは新 たな意味 を帯 びっっ あ った。
それは 「あ る宗教 的、 慈善 的、教育的等の公的な功利 を促進 す ることを 目的
に始 め られた施設 、組織 、協会」の意味で ある。 それは例 えば、教会、学校、
大学、病院、感化院な どで ある。 そ して、institutionは一 般 に慈善 的 、教
育 的行為が行われ る建物 その もの も指す ようにな った。 っ まるところ、建物
とそれが持っ精神性が同一化 され た ものがinstitutionであ る。 それ は この
時期の建築の デザイ ンに もみ られ る。建築物 自体 が人間の精神を表現す るよ
うな デザ イ ンが競 ってな され たのが この時期であ る。 例えば牢獄であれば、
それが邪悪の巣を表現す るが ごと く、冥界への入 り口の ような ファサ ー ドを
持 った建物が デザ イ ンされ た。3)また、 ベ ンサムが権力 を最 も有効 に活用 し、
人間の精神を功利的 に改良すべ き監視装置であ る牢獄パ ノプティコンを考案
したの もこの時代であ る。
この ことは ブレイ クの詩 の本質 と深 く関 わ る概 念 であ る。Institutionと
いう建物 の中 に閉 じ込 め られ た、他者 を教化 しようとす る精神性 は、正規の
学校教育 を一切受 けず、 また幻視 の能 力 を持 っが ゆえ に、 精神 病院 に収 容
(institutionalize)され そ うにな った詩人 にとって、軽 祝 で き る もので はな
い。4)この時代、 この意味 にお けるinstitutionの語 が使用 された背景 に は、
ある制度や 目的性 に則 って精神 があるひとっ の型 にはめ られ うるとい う概念
が生 まれっっあ った ことを示 す。 この意味 でのinstitutionこそが、 ブ レイ
クの生 きた時代 と人 間の精神 を結 びっ けるものなのであ る。 ブ レイ クはin-





所属 してなくてはいけない不安にか られたりする。 これは完全にinstitu-








力の世界が、ユ リゼンの法律 によって束縛 された世界にとってかわられるの
である。 そこではロスの子供たちがユ リゼ ンの法律の伝達者となる。っまり、
リントラは 「抽象哲学」を 「東のブラーマ」(ウパニシャッド哲学で世界の
根本原理を表す)に与え、パ ラマブロンは 「抽象的な法律」を トリスメギス
タス、ピタゴラス、ソクラテス、 プラトンに与える。アンタモンはマホメッ
トに 「緩 く綴 じられた聖書」であるコーランを与え、 ソーサはオーディンに
「戦争の法典」を与えた。そしてこれ らの法典は以下の結果をひ き起 こした
と記述 されている。
These were the Churches, Hospitals, Castles, Palaces: 
Like nets & gins & traps to catch the joys of Eternity, 
 And all the rest a desert; 
Till like a dream Eternity was obliterated & erased. 












『ロスの歌』では 「法律 と宗教」はこれ らの施設を造り、遂に 「五感の哲















 `Shall not the Councellor throw his curb
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Of Poverty on the laborious? 
To fix the price of labour; 
To invent allegoric  riches:
 ` And the privy admonishers 
of men 
Call for fires in the City, 
For heaps of smoking ruins, 
In the night of prosperity & wantonness
 To turn man from his path, 
To restrain the child from the womb, 
To cut off the bread from the city, 
That the remnant may learn to obey;
 ` That the pride of the heart may fail; 
That the lust of the eyes may be quenched: 
That the delicate ear in its infancy 
May be dull'd, and the nostrils closed up; 
To teach mortal worms the path 
That leads from the gates of the  Grave.' 
                        (The Songof Los,  pl.  6:15-pl.  7:8)
これ らのアジアの王達 の露呈するものは、「ア7リ カ」で 「抽象的な法律」
がっ くった教会、感化院、城、宮殿などと呼応 している。経済制度は、宗教
と結びっき、貧乏人には実現できない富(allegoricriches)を餌に して勤
勉さを奨励 し、常 に働かせるために労働力に低い価値をつ けて貧 しさに縛 り
付けておく。 また、密告者を使い、秩序からはずれたものの家に放火 し罰す
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る。そして人を正 しい道から逸 らせ、産まれる前から子供を拘束 し、街から
食料を奪い救貧院などを造るのも、そのような施設に頼 りたくなければ働 く
















『アメリカ』 の最終場面では象徴的に 「五っの門が焼き尽 くされ、 閂 と留金









門か らの解放を願 うブレイクの個人的な感情は、当時の社会と関与 している、
というかブレイク自身の中で重要なかかわりがある。ブレイクは子供の時に
イエス ・キ リス トや天使の群れる幻を見てそれを父親に話 したが、父親 はそ





The Eternal Body of Man is The Imagination, that is, God himself. 
 It manifests itself in his Works of Art (In Eternity All is vi-
























の柱 となって現れることをロスが歌 うことで、死者が再生され、墓が子宮 と
して新 しい生命を生み出す予兆で終わっ,ている。元々institutionとは何か
を創始す る、 システ春をっくる意味であっ#が、 ブレイク自らが新 しい世界
を創設す る必要にかられていたのだ。「新 しいシステムをっ くらねばな らな
い。そうでなければ他人のシステムの奴隷になってしまうか ら」とブレイク
は述べている。







に見た岸辺の黄水仙 とともに揺れている0°)しか し、 ブレイクはワーズワー
スのように自然の中で生まれ育 った経験がないので、最初か ら建物はそ こに
あり、自分は常にその中に暮 らして きた。だか らどうしても、牧歌的な緑②
原野に自己を見出すのでなく、「イングランドの緑の地 に新 しいジェルサ レ
ムを建設する」 ことを目的として しまう。ワーズワースは自然の中にこそ自
己を見出す詩人であるので、最初か ら自己と外をっな ぐ窓など必要ない。 し
か し都会人ブレイクの場合、街、制度によって人間精神が規定されている感
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覚があり、institutionの存在は脅威として立ち現れて くる。 だか らどうし
てもそこか ら自由になるたあの建築的部分である、窓や門が必要なのである。
そのような精神を閉 じこめる近代的なinstitutionからの解放は、五感の窓
を解 き放っことなしにはあ りえないのである。 ブレイクの 「予言」は現代社
会においても重要な意味を持っ。例えば子供の教育 にたずさわるinstitu-




ブ レ イ ク の 引 用 は 全 て 、D.ア ー ドマ ン編TheCompletePoetry.,ProseOf
WilliamβZα々g(NewYork:AnchorBooks,1988)に拠 り、 作 品 名 、 引 用 箇 所 の プ
レー ト番 号 と行 数 を本 文 中 の 括 弧 の 中 に記 した.
1)ノ ー ス ロ ップ ・フ ライ は ブ レ イ クが 直 接 的 な社 会批 判 を隠 蔽 す る た め に 神 秘 的 な
作 品 を 作 った の で はな く、 意 見 を 伝達 した い とい う強 い望 み を抱 い て い た と述 べ
て い るが それ はあ る程 度 まで は正 しい よ うに 思 わ れ る。NorthropFrye,Feaful
Symmetry:AStudy(ゾWilliam,一(Princeton:PrincetonUniversity
press,1974)p.4
2)ODEの 初 例 は1551年 トマ ス ・モ アの 『ユ ー トピア』 の英 訳 版 で あ る。
3)例 え ば 建 築 家 ジ ョル ジ ュ ・ダ ンスの ニ ュー ゲ ー ト監 獄 、C.N.レ ドゥ ー の エ クサ
ン ・プ ロ ヴ ァン スの 牢 獄 のデ ザ イ ンな ど。
4)こ の語`institutionalize'の使 用 は20世 紀 に な って か らで あ る。
5)こ の こ と は 「経 験 の 歌 』 の詩 「人 間 抽 象 」 に も歌 わ れ て い る。 そ こで は 他 人 の 不
幸 か ら自分 の 幸 福 を っ くる人 間 精 神 が 根 を は って 木 に な り、 そ の木 は人 間 の 脳 髄
に生 え て い る と書 か れ て い る。 ま た、 「煙 突 掃 除 の 少年 」 で は 「神 と僧 と王 の 天






8)ブ レイ クが 唯一 経 験 した 田舎 生 活 の地 フ ェ ルパ ムで は、 ブ レイ ク は1800年9月
21日友 人 ジ ョ ン ・フ ラ ッ クス マ ン宛 に 書 い た 手紙 の な か で 「天 は こ こ で は あ ら
ゆ る方 向 に そ の金 色 の扉 を開 い て い る」 と述 べ て い る。
9)WilliamWordsworth,`ComposeduponWestminsterBridge:
10)WilliamWordsworth,`IwanderedlonelyasaCloud'.
